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17.外来慢性疾患患者のコンブライアンス
 
-1.受診状況について一

檎垣進，中村仁(八日市場国保病院)
外来慢性疾患患者の受診に対するコンプライアンスを
不完全受診者と完全受診者を対比し，これを悪化させる
要因を検討した。 54年4月 1日より 56年3月31日まで当
院内科外来を受診し，初診より最低 1カ月以上来院した
患者中，長期治療，管理が必要と判定された心血管疾患
患者と糖尿病患者1051例を対象とした。内訳は一般外来
受診患者777例，糖尿病専門外来受診者111例，高血庄専
門予約外来受診者 163例である。全例診療録より背景因
子を検討した。また不完全受診者について質問25項目よ
りなるアンケート調査を行なった。調査しえた患者は脱
落 164例中 17{fU(71.3%)不定期受診者 160例中 103例 
(64.4%)である。対照として同一質問を性， 年齢，疾
患を考慮して完全受診者 118例に対し行い， 前者との異
同を調べた。
脱落の原因は，経済的，社会的要因，病院のサーピス
面より，病気に対する認識不足が主であり，慢性疾患に
対しては，病気に対する各々の患者教育が最も大切であ
る。 
18.外来患者のコンブライアンス
 
-II.服薬状況について一

櫓垣進，中村仁(八日市場国保)
外来患者のコンプライアンスを服薬状況から検討し
た。服薬状況は次の 3方法により調べた。 1)定期検査
時，患者に予告なしに血液を採集，服薬中の薬物血中濃
度を測定。検査薬物は， Aspirin 61例， Dipyridamole 
40例， Dilazep 60例 Trapidi137例，計200例， 2) 2週間
処方で次回受診時薬物の残り数より服薬状況をチェック 
405例， 3)高血圧専門外来受診者119例に対して問診によ
る調査，また服薬に対するコンプライアンス不良患者に
対してはアンケート調査により，その要因を検討した。
また薬剤の大きさ，色などについて患者のI脅好をみた。
治療レベル以上の薬物検出率は89%，残り薬剤数調査に
よる完全服薬者78%，問診による完全服薬者69.8%であ
った。若年者ほど飲み残す割合が多く，また 1日の服用
回数が多い事，服用時間が昼間である事などが飲み残し
の原因となり，これには作用時間の長い薬剤の開発とそ
の使用，現在の投薬方法のみなおし，薬に対する患者教
育が大切である。 
19.胆道系シンチグラムの検討
石出猛史(国立国府台・循環器科)
安河内浩 (同・放射線科)
胆道系のシンチグラフは機能を評価するものとして利
用されている。我々は最近半年間に行われた胆道系シン
チグラム57例について解析し，同時に基礎的な検出能の
検索を行ったので、報告する。基礎的検討として三種類の
太さのチュープを接続し，造影の程度を比較したが，チ
ュープの太さ， RI量，計測時間により影響をうける
ことが認められた。臨床例で DICとシンチグラム両者
を施行した24例について比較検討した。胆道の太さは両
者で相関関係が見られず，肝内胆管では DICが，胆嚢
ではシンチグラムがやや描出が良好で，総胆管では差が
なかった。両検査で不一致例が 5例あったが， DICで
異常なくシンチグラムで異常があったもの 3例で反対
は2例であった。結論として胆道系の大きさをシンチグ
ラムで検討するには慎重を見する。またシンチグラムと 
DICの聞には不一例が比較的あり， 両者の優劣を比較
するのは意味がなく，対象によって積極的に両検査を行
う必要がある。 
2却o.血液集検における HDLバ holeste叫1異常者につ叫町ro
いての検討(第 1報)
今井均，菅谷仁，茂又真裕
(塩谷病院)
当院で毎年実施している地域住民対象の血液集団検診
に，昨年度より成人病の checkの一項目として HDL-
cholesterolを取り入れた。本年度は HDL-cholesterol
異常者について，精検をおこなった例について，集検で
の HDL-cho.測定の意義を検討するために若干の検討
をおこなった。対象は昭和56年4月 1日より 9月30日ま
でに血液集検をうけた者のうち HDL-cho.異常と判定
され，かっ当院に精検におとずれた例25例である。これ
ら症例について HDL-cho.，T. Chol.， T. G. ECG， 
胸部 X・P，肥満度，血圧などについて検討を加えたので
その成績を報告する。
